
別記
第 1号様式 (第11条、第i3条、第14条関係)

事 業 者 排 出 が 繭 画 書 帥
の

_

京都市上京区思前通 り今出川上ル北町 644

煮訂席晒病蔚房店雨霜剰死詞序蔑訂頑京房18条第2項、第1]条第3項)の 規定により提出します。   _

特定事業者の

主たる業種 彰汽坪品嫉
該当する事業
者要件

r京 都府地球温暖化対策条例施行規則第16条第1号該当事業者 (大規模エネルギー使用事業者 (原油に換

算して1,500キロリットル以上))

革賓譜果賛補提晶11うるん果舞q吊署徴翌分撰舗 需刷 民暑暑桔分暑醤揚畳暑晏号貰岩岳禄舌簿雪堅讐★奎盪橘挨筆径灸蟹讐名塀科吊くヽ九企霞う
計 画 期 間 平成  18 年  4 月 平成  20 年 3 月

基 本 方 針 工場で使用しているエアコンを、効率のいい機種に変更することで電気の使用量を削減じ温室効果ガスの排出豊を部1減する。

推 進 体 制 社長からの トップダウンにより KESの 年度目標の一つとして、エアコンの効率的な使用方法を構築しています。

年度ことの具
体的な取組及
び措置

年 度 設備、対象、二樫等 計 画 内 容

エアコン設備の取換え 旧タイプのエアコン設備を効率化する為、交換し使用電力の削減に取り組む。

温室効果ガス
の排出量等 排出区分

基 準 年 度 く実 積 )

( 1 7 )年 度
〈二酸化炭米独分 (t) )

日襟年度 (計回)

( 1 9 )年 度
(二酸イヒ炭茉換算 (t))

削減卒

(計画)
( % )

A事 業所等排出区分 60022 t 57588     t -4 1  %

B輸 送車両排出区分 t t %

Cそ の他排出区分 L t %

排出合計 ・1                  60 022  t Ⅲ2   57588    , -4 1  %

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分
目標年度 (計画)

取組量等 (i校 1ヒ炭米換舛 (1)

森林の保全及び整備 (■lt山Fr l) 政収 iゆ t

府内産 の木材の利用 (IH〕ナlj 41) rn! ⅢⅢ減よヽ) t

自然エネルギーを利用した電
力又は熱の供給

(九t il) 【vh ⅢⅢ減1■) t

(来 伏綸 11) fIJ (出可I々ヽヽ) t

グリーシ電力の購入 (雌人t) (Ⅲl減Ⅲゆ t

削減量等合計 t

差引排 出量

(排い,令‖―材Ⅲ減年合「ゆ

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減率 (計画)

■1            ス 0 02み t “りにD    ,7'8憲   t _4_1 %
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